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Summary
 
Recently, the number of students who hope to experience the “Yukata”making has been
 
increasing. While they wish to learn the Japanese traditional clothing construction,they seem to find
 
the fashion in the use of colors of Japanese“kimono”that is different from western style clothes.
Young people’s figures have been diversified, so that their heights and hips that are the basic
 
measurement items in the Japanese dressmaking are distributed in wide ranges. Therefore,the size
 
setting of the Japanese dressmaking should be devised. In this study,we improved an original size
 
setting and the marking,and 92.5％ of the students could wear their Yukata placing the left edge upon
 
the right side seam with proper amount of ease. From the results of the questionnaire,we analyzed
 
problems,difficulties,and students’attainment levels of Japanese dressmaking when the class was
 
taken up considering to the recent distinctive textiles. Significant results were obtained from these
 
analyses.
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１ はじめに
近年、被服の造形実習に関しては、家政系の大学の学生においても教育学部の家政専攻の学生に
おいても技術の低下が著しく、また、被服の構成に関する理解度が低い事は共通の問題である。布
をどの様な形で組み立てて衣服を作り上げるのか、どの様な縫製方法を取れば丈夫できれいな仕上
がりに出来るか、技術手法を知らないだけでなく繊維を見分ける力や布の扱い方に関する理解力も
低下して来ている。これは、中高の家庭科における授業の中での実習経験が乏しくなっている事と、
手軽に安価で既製品を手に入れる事が出来て、最近の衣服を含めた生活用品が豊富に存在する日常
生活においては、自分で物を作る経験が少なくなってきている事が一因と思われる。しかし、被服
造形実習における学生の意識の中にはデザインの凝った難度の高い作品を作ってみたいという要望
が強く、オリジナルのデザインを発想する力等は豊かで、自分の作りたい物がはっきりしていて簡
単な物へ妥協する事は少ない傾向にある。大学で被服造形実習を受講する目的の一つは被服構成の
基礎を充分に理解して既製品衣料を選ぶ目を養う事にある。更に小中高の家庭科教員になった折に
は、その力を生かして既製品を選ぶ手法を生徒に伝えて欲しいと考える。
ここ数年、授業で浴衣製作を体験したいと望む学生の数が大変多くなって来た。そこで 2004年前
期の浴衣製作を実施した授業において、82名に調査したアンケート結果を基にして浴衣製作を進め
る上での問題点や工夫・学生の体型変化に伴うサイズの問題・最近の反物の現状や学生が選ぶ反物
の嗜好への対応等について分析を行った。
学生の和裁や浴衣に関する興味は強く、製作に対して意欲的である。反物を選ぶ時の基準や選ん
だ柄や色、または反物の最近の傾向は以前とは大きく変化が見られる。浴衣製作における難度と到
達度に関しての学生の受け止め方にはっきりした傾向が見られる。更に体型の多様化に伴う裄と身
幅の関係について有効な結果を得られたのでこれらについて報告する。
２ 調査方法
（１）調査対象及び調査方法
被服造形実習で、浴衣製作の授業を選択した学生を対象にアンケート調査を行った。学生は関東
近県在住の 19～22歳までの女子大生 82名である。調査方法は自記式質問紙法によった。調査時期
は 2004年 7月である。また、浴衣のサイズに関する研究のために、2000年から 2004年までの受講
生 582名の身長と腰囲の計測結果を用いた。
（２）調査項目
アンケートによる調査項目は、身長・腰囲・出来上がった浴衣の腰周りのゆるみ量・身幅の適正
度・裄丈の適正度・使用した反物の幅、表裏、耳についての質問・反物の色・柄の色・反物の柄の
種類・反物の色数・帯の色・反物を選んだ理由・色柄を決める時の条件・着物を一人で着る事が出
来るかどうかの質問・着物の着装経験・浴衣製作の難度・浴衣製作の到達度・授業で学んだ和裁の
用語・和裁への興味はあるか・和裁の授業を選択した理由・浴衣の魅力を感じるか・浴衣の魅力を
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感じる理由である。これらの中で浴衣製作の難度・到達度は各製作部位について 3段階尺度を用い
て得点化し評価を行った。
３ 結果及び考察
（１）浴衣への関心
最近の浴衣ブームの影響があると思われるが、浴衣製作を希望する学生が多い理由についてアン
ケート調査を基に分析をした。和裁に強く興味を感じる（45.2％）、興味を感じる（50.0％）を合わ
せて 95.2％になる。浴衣の魅力に関しての調査結果からは、魅力をとても感じるが 81.7％、感じる
が 18.3％で全員が魅力を感じている。和裁に対する興味と浴衣の魅力に関する回答をクロス集計し
た結果を図 1に示す。浴衣に魅力を強く感じる学生の中で和裁への興味を強く感じる学生は 50.7％
であった。またカイ 2乗検定結果から p＜0.05で有意な関連性が認められた。
和裁の授業を選択した理由を表 1に示す。自分の浴衣を手作りしたいと考える学生が 81.7％。和
裁の基本を学びたいが 59.8％。次いで被服製作全般が好きだから、日本の伝統的衣服の構成を学び
たいと続く。まず、自分の浴衣を手作りして着たいと思う学生が圧倒的に多いがその理由としては、
自分の好みの色や柄の浴衣を着たいという思いと自分にぴったりのサイズの浴衣が欲しいからと考
えられる。また、衣服を手作りする事が好きな学生は多く、最近の傾向として縫製に関する基本的
な知識がなくても手軽に既製品を自分流にアレンジして楽しむ様子が見られる。衣服の文化史に関
心のある学生は和服の構成に興味があり、家政系以外に史学専攻の学生が受講する場合もある。
浴衣に魅力を感じる理由としては表 2にあるように花火大会や夏祭りに着たい（75.6％）が 1番多
く、色彩が洋服にない新鮮さがある（67.1％）、洋服と違ったファッション性がある（64.6％）が過
半数を超える評価であったが、日本人として気軽に和服を着用できる機会を楽しみたい気持ちが感
じられる。
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図１ 和裁に対する興味と浴衣に対する魅力の関係
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和服の着用経験を調査した結果を表 3に示す。着用経験はどの項目も％が高く、浴衣着用は夏祭
りや花火大会等のイベントの際に、七五三の祝い着の着用にしても和服の思い出は楽しい行事に関
連があると考えられる。成人式での振袖が本格的な和服着用の最初であると思われるがその華やか
さや自分の変身ぶりを嬉しく感じた経験も和裁や和服への興味を増加させていると考える。しかし
実際に浴衣を着る事が出来る学生は 50.0％であった。着用経験の各項目と浴衣を自分で着る事が出
来るかどうかの回答をクロスしてカイ二乗検定を行った結果を表 3に示した。高校で p＜0.05、大学
p＜0.001で有意な関連性が認められた。また、半幅帯を締める事が出来る学生は 14.6％にとどまっ
た。この事からも和服は身近な存在ではなく、着物のたたみ方を知らない学生が多い事も最近の目
立った傾向である。
（２）反物の扱い
学生が用意した反物の幅を図 2に示す。37.6～38.0cm幅が 50％であり、36.6～37.5cm幅が 23.2％。
38.1～40cmが 18.3％であった。身長の高い学生には幅の広い反物を捜すように注意を与えてあった
が平均で 37.8cmであった。反物の並幅が 36cmと言われていた頃に比べると反物の幅が広くなって
表１ 和裁の授業を選択した理由
％ 人
和裁の基本を学びたい 59.8  49
自分の浴衣を手作りたい 81.7  67
日本の伝統的衣服の構成を学びたい 31.7  26
被服製作全般が好きだから 46.3  38
教職に就いた時に役立つから 6.1  5
その他
(長く形に残る授業を体験したかった） 1.2  1
（N＝82）
表２ 浴衣に対する魅力の理由
％ 人
色柄が洋服にない新鮮さがある 67.1  55
日本人の体型にあって、似合う 42.7  35
洋服と違ったファッション性がある 64.6  53
最近流行している 4.9  4
浴衣を販売しているのをよく見る 0  0
ファッション誌でよく見る 0  0
花火大会や夏祭りに着たい 75.6  62
その他 12.2  10
日本人として凛とした誇りを感じる
夏の情緒を感じる
日本の伝統文化を味わえる
気軽に和服を着る事が出来る
リサイクルしやすい
（N＝82）
表３ 和服の着用経験
人 ％
幼 稚 園 浴 衣 73 88.0
 
3 歳 祝 い 着 62 75.6
 
5 歳 祝 い 着 31 37.8
 
7 歳 祝 い 着 59  72.0
小 学 校 浴 衣 66 80.5
中 学 校 浴 衣 45 54.9
高 校 浴 衣 52 63.4 ? 注)
大 学 浴 衣 48 58.5 ???注)
成 人 式 振 袖 68 82.9
お稽古事での和服 5  6.1
（N＝82）
注）浴衣を着る事が出来る場合とのカイ 2乗
検定結果
?p＜0.05 ???p＜0.001
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いることがわかる。女物で 40cm幅が出始めたのは極最近である。36cm幅を用意した 7人の反物は、
家にあった古い物を使用したり、店の在庫品を格安に購入した物であった事から、これからますま
す幅の広い反物が販売される傾向にある。これは、若い人の平均身長が伸び、体型にも変化がみら
れて手足の長い日本人が増えた事への対応と考えられる。しかし実際には、小柄な学生も多く存在
するわけであるから、反物の幅が広すぎた場合に脇の縫い代が多くなって、身八つ口辺りで縫い代
がつれる等の製作上の問題点が生じて来る。
柄合わせにおいて、幅いっぱいに描かれた奇麗な柄が縫い代部分に隠れてしまう事も多い。今回、
出したかった柄が縫い代の中に入ってしまったと答えた学生が 24.1％存在した。また、以前の浴衣
は注染がほとんどであったが最近はプリント柄が多い。注染の場合は型紙の幅で折り返して染めて
いるので、柄の折り返しの位置がわかる。今回は 31.7％が注染の反物であった。この折り返しの位
置は、柄によっては目立つ場所に配置しないように考慮する場合もあるが、逆にその箇所を可愛い
らしい柄として効果的に用いる場合もある。プリント柄は表裏がはっきりしている場合が多く、今
回は 41％の学生の反物が表裏がはっきりわかるプリント柄であった。プリント柄は洋服地と同じ感
覚であり、柄の間隔が同じ向きで繰り返される。今回、同じ柄が出現する間隔は平均で 77.4cmであ
り、最大で 130cm間隔、小さい物は 15cm間隔であっがこれは同じ市松模様が繰り返し現れる反物
があった。柄の間隔が大きくて柄数が少ないと柄合わせが難しく、身丈の長い人に向いている。
反物の新しい傾向として、最近の反物の布端が耳でなく裁ち目である場合がある。今回、片方が
裁ち目であった学生が 2人。両方ともに裁ち目であった学生は 4人であった。反物の端は耳である
図２ 反物の幅
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という常識が変わってきた背景には、プリント染めの洋服感覚で仕立てた既製品の浴衣の存在があ
ると思われる。既製品の浴衣の脇や衽の縫い代はロックミシンや袋縫いに似た扱い方で始末してい
る場合が大半である。用意した反物が耳であるか、裁ち目であるかによって縫製工程を変化させる
必要が生じて来る。
学生のアンケート調査から今回の反物を選んだ理由を表 4に示した。まず、絵柄で選んだ学生が
67.1％であり、次いで色・価格と続いている。洋服とは違う感覚であるため、店員や親の勧めで決め
る場合も見られる。
反物の色柄を決める時にポイントにする事柄を質問した結果を表 5に示す。長く着られるものを
選んだ学生が 45.1％であったのに対して逆に今の年齢に合うものを選んだ学生は 25.1％であった。
伝統的な色柄よりも個性的な色柄を好む傾向が上回った。
学生が選んだ具体的な色柄について表 6に示した。紺地が 30.5％と多く、次いで黒地、緑地と続
く。柄に関しては夏の風物詩といえるような朝顔・ひまわり・うちわ・蛍・金魚もあるがここ数年
表４ 反物を選んだ理由
絵柄が気に入った 55人(67.1％)
色が好き 43人(52.4％)
価格が手頃だった 32人(39.0％)
家にあった 2人(2.4％)
その他 12人(14.6％)
店員・友達・親等に勧められた
自分に似合う雰囲気だから
持っている浴衣と違うタイプ
持っている帯に合わせた
粋だと思った
（N＝82）
表５ 色柄を決める時のポイント
長く着られる 37人(45.1％)
今の年齢に合う 21人(25.6％)
個性的な色柄 19人(23.2％)
伝統的な色柄 14人(17.1％)
その他 12人(14.6％)
自分の好みに合った
自分に似合う色だから
直感で気に入った
持っている物と違う色柄だから
柄のバランスが良い
（N＝82）
表６ 浴衣地の色柄と帯の嗜好
浴衣の地色(％) 合わせたい帯の色(％) 反物の色数(％) 反 物 の 柄
紺 30.5 黄 31.7  2色 9.6 なでしこ 夕顔
黒 14.6 赤 20.7  3色 15.2 桜 てっせん
緑 9.8 ピンク 9.8  4色 18.1 ひまわり 牡丹
青 8.5 白 7.3  5色 13.3 紫陽花 梅
赤 7.3 紫 7.3  6色 6.0 百合 花(名称不明)
白 6.1 黒 6.1  7色 15.7 朝顔
ベージュ 6.1 オレンジ 3.7  8色 7.2 菜の花 とんぼ
灰 4.9 銀 2.4  9色 1.2 コスモス 蝶
ピンク 4.9 青 2.4  10色 6.0 あやめ めだか
紫 2.4 茶 2.4  11色 0 菖蒲 蛍
ふじ 2.4 緑 2.4  12色 4.8 野草 折り鶴
黄 2.4 金 1.2 菊 金魚
からし 1.2 椿
ベージュ 1.2 月見草
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多いのは桜の花を並べて描いた絵柄である。特に今年は桜にとんぼの組み合わせが斬新であった。
寒い季節のイメージが強い、椿・牡丹・梅等を描いたものも見られ、浴衣の柄には、季節感の変化
が見られる。反物に使われる色数は平均で 5.5色であった。古くからの紺地に白や白地に紺の反物は
極めて少なくなって、最高で 12色が使われていた。また、今回の浴衣に合わせたい帯の色は、定番
の赤や黄色だけではなく、黒・白・茶・金・銀といった回答は新しい感覚として受け止めることが
できる。
（３）浴衣製作に用いる寸法の決定方法
2004年受講生 82名の身長と腰囲を表 7に示した。JIS??における 20代の成人女子の平均値が身
長 158.2cm、腰囲が 90.5cmである事からほぼ標準的な学生集団と捉える事が出来る。腰囲が平均で
JISのデータよりも 1.1cm大きい原因として今回は衣服の上からの計測であったことを考慮する必
要がある。
2004年の 82名を含めた 2000年からの受講生 582名の身長と腰囲の分布表を表 8に示した。5cm
ピッチに身長は 9段階、腰囲は 8段階にそれぞれ分けて集計を行った。身長 155～159.9cmで腰囲が
90～94.9cmに 92人（15.8％）で出現率が一番高いが、身長・腰囲ともに広範囲に分散している結果
がわかる。
表７ アンケート調査対象者の身長・腰囲
単位(cm) 平 均 標準偏差 MAX  MINI
身長 158.3  5.3  170  142
腰囲 91.6  4.0  101  85
（N＝82）
身長と腰囲の相関係数 0.352??（1％水準で有意）
表８ 女子大生の身長と腰囲の計測結果（582人） 単位（cm）
腰囲 身長 140.0～144.9 
145.0
～149.9 
150.0
～154.9 
155.0
～159.9 
160.0
～164.9 
165.0
～169.9 
170.0
～174.9 
175.0
～179.9 
180.0
～184.9 計(人)
75～ 79.9  1  1
 
80～ 84.9  2  3  10  7  1  23
 
85～ 89.9  3  8  45  55  34  17  162
 
90～ 94.9  4  47  92  61  24  4  232
 
95～ 99.9  1  16  40  46  16  3  122
 
100～104.9  1  11  8  6  1  27
 
105～109.9  2  2  3  3  2  1  13
 
110～114.9  1  1  2
計（人） 3  15  115  211  160  67  10  1  582
単位(cm) 平 均 標準偏差 MAX  MINI
身長 158.6  5.2  180  142
腰囲 91.9  4.9  114  78
身長と腰囲の相関係数 0.241??（1％水準で有意）
167被服造形実習における現代の学生に適合した浴衣製作の試み
学生の体型の分散に対応するために表 9に一例を示したような寸法設定表を使用する事とした。
身長・腰囲ともに SSS・SS・S・M・L・LL・LLLと 7段階表示に置き換えて、身長を基準としたタ
テサイズと腰囲を基準としたヨコサイズを表に示して、自分のサイズの組み合わせを選ばせる方法
である。表 9に当てはまらない学生が表 8から 3名存在した。これは身長がとても高い場合や腰周
りがとても大きい場合であるが、一般の反物では足りない場合もあるので、寸法設定も含めて個人
指導する必要がある。タテサイズ表示には、身丈・衿下・裄・袖幅・肩幅・身八つ口寸法を示し、
ヨコサイズ表示には、後ろ幅・前幅・衽幅・合褄幅を示した。また、タテヨコ共通サイズとして袖
丈・袖口・袂の丸み・袖付け・衽下がり・衿肩明き・くりこし・衿幅を示した。袖幅の決定には図
2に示した反物の幅との関係から最大で 35.5cmとした。また、腰周りでは、後ろ幅×2＋前幅＋衽幅
の計算値が腰囲を一周すると考えてその計算値と腰囲との差をゆるみ量として捉えると、（自分が選
択したサイズで計算した浴衣の腰周りの数値)－(自分の腰囲計測値）は、平均で 4.9cmであった。
下着の上に直接着装する浴衣としては標準的なゆるみ量と考えられる。
浴衣作成上、問題になるのは、身長に対して腰囲が小さい痩せている体型の身幅の決定方法であ
る。既製品の浴衣では最も合わないタイプである??。身長が高いと裄丈が長くなるので、袖幅・肩幅
を広く設定する必要がある。しかし、痩せていると身幅は腰囲から算出するので後ろ幅が狭くなる。
この肩幅と後ろ幅の差が大きい場合、肩山から脇にかけてのラインが斜めになって袖付けに影響が
出たり、縫い代がつれたりする影響が出る。平均身長と平均腰囲の場合はタテ・ヨコともにMサイ
ズであるから肩幅と後ろ幅の差が 2cmで、縫い代の処理もつれずにきれいに出来る。しかし、例え
ばタテサイズが Lでヨコサイズが Sの学生が 34人いるが、この場合の肩幅と後ろ幅の差は 4.5cm
である。タテサイズが LLでヨコサイズが Sの学生は 17人いて肩幅と後ろ幅の差は 5.5cmとなる。
これらの場合一般的な和裁の印し付けの方法として用いられる、裾から身八つ口までを後ろ幅とす
る方法では肩幅からの傾斜が大き過ぎる。そこで、後ろ身頃の印し付けを図 3のように工夫して、
全学生の体型に対応できるように試みた。後ろ幅を用いる場所を裾から衿下＋5cmとし、そこから
表９ 浴衣製作に使用する寸法の一例
身 長 140～144.9  145～149.9  150～154.9  155～159.9  160～164.9  165～169.9  170～174.9
タテサイズ SSS  SS  S  M  L  LL  LLL
裄 60  62  64  66  68  69  70
袖 幅 32.5  33.5  34.5  34.5  35.5  35.5  35.5
肩 幅 27.5  29  30.5  31.5  32.5  33.5  34.5
腰 囲 75～79.9  80～84.9  85～89.9  90～94.9  95～99.9  100～104.9  105～109.9
ヨコサイズ SSS  SS  S  M  L  LL  LLL
後 ろ 幅 25  26  28  29.5  31  32.5  34
前 幅 22  22  23  24  25  27  29
衽 幅 14  14  14.5  15  15.5  16  16.5
（cm）
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肩山までを斜めに結ぶ方法である。衿下＋5cmの位置は丁度、腰紐を結ぶ位置に相当するので、実
際に脇線が見えることはない。表 9のサイズ表と図 3の印し付けの方法を用いる事で、様々な体型
の学生に対して各自に合った寸法設定が出来るようになった。
以前反物が 36cmであった頃には、袖幅も肩幅も最大で 33cm位までしか取れず、裄は 66cmまで
としていたが、最近の反物の幅が広くなった影響で 70cm以上の裄が可能になって来た。また、洋服
の感覚で着こなす若い人に合わせてか、裄丈を長く設定する傾向にあり、裄の計測方法も手を水平
に挙げて第七頸椎から尺骨茎突点までとするのでなく、腕を斜めに 45度程挙げた状態で計測した値
を用いると、出来上がった時の裄丈に関する学生からの満足度が高い。今回、表 9のような寸法表
を用いて出来あがった浴衣に対して腰周りは 92.5％が、裄は 82.9％の学生が丁度よいと答えている。
裄の残り 17.1％は裄を短かいと感じる学生であるが、用意した反物の幅が狭いためにそれ以上広げ
られなかったからである。
（４）浴衣製作を授業に取り入れる時の工夫
被服造形実習は学生一人一人の理解度や仕事の速さに違いがあるので授業を進める上で難しい点
が多いが、何よりも作品を最後まで仕上げる根気を失わないように作業工程に工夫を凝らす必要が
ある。浴衣製作においては作品が大きいだけに、初めての学生にとってはかなりの努力と忍耐力も
必要と思われる。浴衣製作に関する縫製工程の計画は、受講する学生の人数と授業時間数、和裁に
対する生徒の追求度によって変化させる必要がある。まず、柄合わせをするか、しないかで時間配
分が違ってくる。洋服地を用いると柄合わせが省略出来る場合が多く、柄合わせをしても短時間で
済む。この場合は縫い代の始末にロックミシンを使用する事になる。市販の型紙を用いる方法も高
校生等を対象にする時には理解させやすい。しかし、寸法設定を今回のように個々に合わせること
は出来ない。運針の部分にミシンを使用すると時間短縮になる。肩当てを力布に変えるのも時間短
縮になる。既製品浴衣を見ると、三つ折りぐけの部分（衿下・裾・袖口）と、ふりや身八つ口まわ
りの脇の耳ぐけを行う場所も表からミシン目が見える仕立てになっている。価格の安い物は衿の本
ぐけもミシンで落としミシンで仕上げてある。袂の丸みの形成も縫い代を極力少なくして、ロック
ミシンとアイロン加工で簡単に仕上げる場合が多い。このようにミシンを取り入れると時間短縮に
図３ 後ろ身頃の印し付けの例
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なる。手縫いの作業は普段針を持つ機会のない学生達にとっては予想以上に時間を費やす結果とな
るのでこれらを総合して計画を練る必要がある。
今回は、和裁本来の方法を出来る限り取り入れて製作を行った。直線部分はミシンの使用を勧め
て時間短縮を図り、縫い代の始末は耳ぐけや三つ折りぐけで表から針目が目立たない方法を取リ入
れた。しかし直線部分に関しても手縫いとミシン仕立ての違いを質問して来た上で本来の和裁の良
さを経験したいという理由から全て手縫いで仕上げた学生も数人いた。さらに作製法の説明の中で
和裁の構成を言葉で補足する機会を多くとるように心がけた。その結果授業で習得した用語を図 4
に示した。多い順にばち衿（92.7％）、毛抜き合わせ（86.6％）、合褄幅（84.2％）と並ぶが、家政系
の学生が運針（32.9％）、ぐしぬい（25.6％）等の用語を知らなかった割合は多いと考える。図 4に
示した用語を全部知らなかったと答えた学生もいて、和裁の授業にはわかりやすい説明が求められ、
丁寧な指導が大切である。
学生の浴衣製作の工程について部位別に難度を（1易しい・2普通・3難しい）、到達度を（1不満・
2普通・3満足）のそれぞれ 3段階尺度で調査し 82人の難度と到達度を得点化して平均値の関係を
図 5に示した。衿付けと共衿は到達度が他の項目よりも低いが多くの部位では到達度が高く満足の
図４ 授業で習得した用語（知らなかった言葉）
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出来る仕上がりであった事を示している。全ての項目に対して満足と答える学生もいて、作品が出
来上がった時の喜びの大きさが理解できる。また、図 5には難度と到達度の平均値の有意差検定（T
検定）結果を示した。有意差が大きく認められる脇の始末と衽付けは難しくないので満足な仕上げ
が出来た場合であり、逆に衿付けは難しくて満足できる仕上がりに出来なかったという評価である。
難度が高いと感じる部位は、衿付け、衿先、共衿付けが多く、これらは評価の対象になりやすく作
品として目立つ箇所である。到達度の高いのは衿先の始末、袖作製に次いで柄合わせであった。衿
先の始末はテキストの図等では理解しにくい箇所であり、実際に体験して構成が理解出来た満足感
があると思われる。袖は、袂の丸みをぐし縫いして丸み型を用いて作製していく工程が今までに経
験した事のない発見があるようで学生の満足度を高めている。柄合わせは一人一人に熟慮する時間
を与えて納得が行くまで悩んで結論を導くようにした結果、自分だけのオリジナルの浴衣が出来上
がる楽しさを実感することが出来て満足感が増すようである。手作りの作品を仕上げた経験の少な
い学生にとって完成した時に味わう喜びや満足感は実習の素晴らしさであると考える。
４ まとめ
被服造形実習で浴衣製作を希望する学生が増加している事に伴って最近の反物の変化や学生の体
型変化に伴う寸法設定の問題に対処する必要がある。そこで今回は浴衣製作を体験した学生 82人に
図５ 浴衣製作における部位別の難度と到達度
171被服造形実習における現代の学生に適合した浴衣製作の試み
対し 2004年 7月にアンケート調査を実施し以下のような結果を得た。
1)浴衣に魅力を強く感じる学生の中で和裁に対しても強い興味がある学生は 50.7％であった。学
生は自分で手作りした浴衣を着て花火大会や夏祭りに出掛けたいと考え、浴衣には洋服にない
色彩的な新鮮さやファッション性を感じている。
2)浴衣を自分で着る事が出来る学生は 50％で、半幅帯を締めることが出来る学生は 14.6％であっ
た。
3)女物の反物幅が 36～40cmに拡大して来た事で、裄丈の長い仕立て方が可能になった。しかし小
柄な学生にとっては、柄が縫い代の中に入ってしまったり、縫い代が多くなり過ぎて身八つ口
近くがつれる場合がある。または、身長が高くて痩せている場合には肩幅と後ろ幅の差が大き
くなる。この両方を解決する方法として肩山から脇にかけての傾斜を、衿下＋5cmの位置から
にする事で縫い代のつれを防ぎ袖付けを奇麗に仕上げる事が出来た。
4)2000～2004年にかけて調査した女子大生 582名の計測値から、身長の分布は 142～180cm、腰囲
の分布は 78～114cmであった。更に身長と腰囲の寸法の関係は複雑で特に身長が高くて痩せて
いる学生が多くなっている。そこで、全ての学生が裄丈を満足しつつ腰周りが右脇線に左衿下
が届いた上で、ゆるみ量として 5～6cm位が入るように寸法設定を試みた結果 92.5％の学生か
ら丁度良いとの回答を得た。
5)最近の反物はプリント柄が増加していて、表裏がはっきりした洋服地感覚の物が多いが、中に
布端が耳ではなく裁ち目の物があるので縫製工程に工夫が必要である。また、柄は季節感がな
くなって、桜にとんぼが飛ぶ等、多様になって来ており、学生は好きな柄を優先して選ぶ傾向
にある。
6)浴衣製作における部位別の難度と到達度に関する意識では、難度が高いが出来上がった時の到
達度が高い箇所としては衿先の始末、袖の作成、柄合わせであった。
浴衣を製作して、まず学生が感心するのはきせの技法が合理的である事だ。日本の伝統的衣服の
無駄のない構成や情緒を学んで理解した上で、浴衣を着る楽しさを味わえる若者が今後も増える事
を期待したい。また、学生の体格の変化や嗜好の多様化にあった製作法や時代の変化に合わせた和
服の考え方について今後も研究していきたいと考える。
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